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「中国で成功するためのコミュニケーション術」
・・６年間の中國滞在体験から・・

フリージャーナリスト

阿部 仁 氏
講師

主催：徳島大学イノベーション人材育成センター、徳島大学産学官連携推進部

：平成23年９月９日（金）18:00～19:30

：70人（先着順とさせていただきます）

：無料

徳島市南常三島町2-1（常三島キャンパス）

日 時

場 所

募集人数

参加費

：徳島大学 産学官連携プラザ3階 産学連携ホール

イノベーション人材育成センターでは、平成23年度第3回イノベーションクラブ講演会を開催いたします。

日本と中国関係を表すキーワードは「一衣滞水」。しかし、日本民族はモンゴロイドであり、中国人
（漢族）はそうではありません。古くから日本は中国を経由して多くの西洋文明を受け継いでいます。
もちろん文字や旧暦（農歴）など日本人の生活と関わりの深い文化も中国から伝来しました。現在に両国
に存在するバリヤーの一つに、民族の違いを挙げることができます。

中国の改革開放政策以来３０余年。この国は共産主義一党独裁の政治体制でありながら、「中国製の資
本主義」を編み出しました。その政策が功を奏し、今や「世界の工場」となり、世界に企業が競って中国
各地に工場を立地しました。日本も例外ではありません。円高、低賃金、安価な労働力から中国に進出メ
リットは大きいからです。中国は広大な国土を持ち巨大国家、太平洋に漂う島国ニッポンとは、資源、労
働力の多様さ、一党独裁で超法規的出動が可能な人治国家で、根底から我が国との発想が異なります。ま
たこの国は“毛沢東思想”を縦糸に、日本ではすっかり忘れられてしまった儒教を横糸に織り上げた絹織
物で構成されていると思われます。

今回の講演では、フリージャーナリストの阿部仁（あべひとし）氏が、それらの事柄を紐解きながら、
「中国で成功するコミュニケーション術」についてご講演いただきます。

地域の民間機関等や大学の教職員及び学生の多くのご参加をお待ちしております。

平成23年度

お問い合わせ先



申込方法：必要事項をご記入の上、以下「お申し込み」までFAX又はE-Mail
にてお申し込み下さい。

申込締切：平成23年９月６日（火）までにお願いします。
なお、当日講演会終了後、有志を集い交流会を開催いたします。参加ご希望の方はお早めにお申し込みくだ
さい。場所・会費につきましては決まり次第参加ご希望の方にお知らせいたします。

徳島大学イノベーション人材育成センター

「H23年度 第３回イノベーションクラブ講演会」
参加申込書

参加者

氏名 交流会

所属 参加
・

不参加E-mail

会社名

住 所
〒

電話番号 FAX

今後、このような講演会やセミナー等のご案内につきまして、電子メールによる事務の効率化を考えております。
以下のアンケートにご協力いただきますようよろしくお願いいたします。 ※○をお付け下さい。

１．イベント案内を希望 （ 封書 ・ 電子メール ）
２．イベント案内は希望しない

※イベント案内を電子メールでご希望される場合、こちらにメールアドレスをご記入下さい。

徳島大学 産学官連携推進部 （担当：高島）

FAX ：088-656-7593 TEL：088-656-7592

E-mail ：center@ccr.tokushima-u.ac.jp

参加者

氏名 交流会

所属 参加
・

不参加E-mail

参加者

氏名 交流会

所属 参加
・

不参加E-mail


